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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿を搬送する搬送手段を備えた画像読取装置であって、
　原稿から画像を読み取る読取手段と、
　前記読取手段によって読み取った画像データの濃度に基づいて輪郭データを検出する輪
郭検出手段と、
　前記輪郭検出手段によって検出した輪郭データから多角形を抽出する多角形抽出手段と
、
　前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の上辺と下辺を抽出する辺抽出手段と、
　前記多角形に含まれる前記上辺及び前記下辺を繋ぐ一方の側辺を構成する一方側の頂点
に対して対となる他方の側辺に含まれる頂点を作成し、前記多角形に含まれる前記上辺及
び前記下辺を繋ぐ他方の側辺を構成する他方側の頂点に対して対となる一方の側辺に含ま
れる頂点を作成する頂点作成手段と、
　前記多角形抽出手段によって抽出された多角形を複数の四角形に分割する分割手段と、
　前記分割手段によって分割された複数の四角形のそれぞれを、長方形に変形する変形手
段と、
　前記変形手段によって変形された複数の長方形を結合する結合手段と、を備え、
　前記分割手段は、
　前記上辺と、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の頂点のうち、前記上辺に
最も近い頂点と、を有する四角形と、



(2) JP 6630041 B2 2020.1.15

10

20

30

40

50

　前記一方側の頂点に対して対となる他方の側辺に含まれる頂点と、前記他方側の頂点に
対して対となる一方の側辺を構成する頂点と、が対頂角となる四角形と、
　前記下辺と、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の頂点のうち、前記下辺に
最も近い頂点と、を有する四角形と、に分割することを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記読取手段は、該読取手段の対向面の画像を読み取り、読み取った画像データの濃度
分布からガンマ曲線を作成し、
　前記輪郭検出手段は、作成された前記ガンマ曲線を用いて前記原稿から読み取った画像
データを補正し、
　前記多角形抽出手段は、補正後の前記画像データが示す画像の輪郭を示す多角形を前記
輪郭データとして抽出することを特徴とする請求項１に記載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記変形手段は、
　原稿の定型サイズのリストから、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形のサイ
ズに最も近い定型サイズを選択し、前記結合手段によって結合した際に、前記選択した定
型サイズになるように、前記複数の四角形を変形することを特徴とする請求項１または２
に記載の画像読取装置。
【請求項４】
　前記読取手段は、該読取手段の対向面の画像を読み取った画像データの濃度分布を示す
ヒストグラムを作成し、当該濃度分布の頂点が最も暗く、該頂点から遠ざかるにつれて明
るくなるガンマ曲線を作成することを特徴とする請求項２に記載の画像読取装置。
【請求項５】
　前記読取手段は、該読取手段の対向面の画像を読み取った画像データの濃度分布を示す
ヒストグラムを作成し、当該濃度分布の頂点が最も明るく、該頂点から遠ざかるにつれて
暗くなるガンマ曲線を作成することを特徴とする請求項２に記載の画像読取装置。
【請求項６】
　原稿を搬送する搬送手段を備えた画像読取装置によって読み取られた画像データを処理
する画像処理装置であって、
　前記画像データの濃度に基づいて輪郭データを検出する輪郭検出手段と、
　前記輪郭検出手段によって検出した輪郭データから多角形を抽出する多角形抽出手段と
、
　前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の上辺と下辺を抽出する辺抽出手段と、
　前記多角形に含まれる前記上辺及び前記下辺を繋ぐ一方の側辺を構成する一方側の頂点
に対して対となる他方の側辺に含まれる頂点を作成し、前記多角形に含まれる前記上辺及
び前記下辺を繋ぐ他方の側辺を構成する他方側の頂点に対して対となる一方の側辺に含ま
れる頂点を作成する頂点作成手段と、
　前記多角形抽出手段によって抽出された多角形を複数の四角形に分割する分割手段と、
　前記分割手段によって分割された複数の四角形のそれぞれを、長方形に変形する変形手
段と、
　前記変形手段によって変形された複数の長方形を結合する結合手段と、を備え、
　前記分割手段は、
　前記上辺と、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の頂点のうち、前記上辺に
最も近い頂点と、を有する四角形と、
　前記一方側の頂点に対して対となる他方の側辺に含まれる頂点と、前記他方側の頂点に
対して対となる一方の側辺を構成する頂点と、が対頂角となる四角形と、
　前記下辺と、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の頂点のうち、前記下辺に
最も近い頂点と、を有する四角形と、に分割することを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　原稿を搬送する搬送手段を備えた画像読取装置と、該画像読取装置によって読み取られ
た画像データを処理する画像処理装置とを含む画像読取システムであって、
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　原稿から画像を読み取る読取手段と、
　前記読取手段によって読み取った画像データの濃度に基づいて輪郭データを検出する輪
郭検出手段と、
　前記輪郭検出手段によって検出された輪郭データから多角形を抽出する多角形抽出手段
と、
　前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の上辺と下辺を抽出する辺抽出手段と、
　前記多角形に含まれる前記上辺及び前記下辺を繋ぐ一方の側辺を構成する一方側の頂点
に対して対となる他方の側辺に含まれる頂点を作成し、前記多角形に含まれる前記上辺及
び前記下辺を繋ぐ他方の側辺を構成する他方側の頂点に対して対となる一方の側辺に含ま
れる頂点を作成する頂点作成手段と、
　前記多角形抽出手段によって抽出された多角形を複数の四角形に分割する分割手段と、
　前記分割手段によって分割された複数の四角形のそれぞれを、長方形に変形する変形手
段と、
　前記変形手段によって変形された複数の長方形を結合する結合手段と
を備え、
　前記分割手段は、
　前記上辺と、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の頂点のうち、前記上辺に
最も近い頂点と、を有する四角形と、
　前記一方側の頂点に対して対となる他方の側辺に含まれる頂点と、前記他方側の頂点に
対して対となる一方の側辺を構成する頂点と、が対頂角となる四角形と、
　前記下辺と、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の頂点のうち、前記下辺に
最も近い頂点と、を有する四角形と、に分割することを特徴とする画像読取システム。
【請求項８】
　原稿を搬送する搬送手段を備えた画像読取装置の制御方法であって、
　原稿から画像を読み取る読取工程と、
　前記読取工程において読み取った画像データの濃度に基づいて輪郭データを検出する輪
郭検出工程と、
　前記輪郭検出工程で検出した輪郭データから多角形を抽出する多角形抽出工程と、
　前記多角形抽出工程において抽出された多角形の上辺と下辺を抽出する辺抽出工程と、
　前記多角形に含まれる前記上辺及び前記下辺を繋ぐ一方の側辺を構成する一方側の頂点
に対して対となる他方の側辺に含まれる頂点を作成し、前記多角形に含まれる前記上辺及
び前記下辺を繋ぐ他方の側辺を構成する他方側の頂点に対して対となる一方の側辺に含ま
れる頂点を作成する頂点作成工程と、
　前記多角形抽出工程において抽出された多角形を複数の四角形に分割する分割工程と、
　前記分割工程において分割された複数の四角形のそれぞれを、長方形に変形する変形工
程と、
　前記変形工程において変形された複数の長方形を結合する結合工程と
を備え、
　前記分割工程は、
　前記上辺と、前記多角形抽出工程において抽出された多角形の頂点のうち、前記上辺に
最も近い頂点と、を有する四角形と、
　前記一方側の頂点に対して対となる他方の側辺に含まれる頂点と、前記他方側の頂点に
対して対となる一方の側辺を構成する頂点と、が対頂角となる四角形と、
　前記下辺と、前記多角形抽出工程において抽出された多角形の頂点のうち、前記下辺に
最も近い頂点と、を有する四角形と、に分割することを特徴とする画像読取装置の制御方
法。
【請求項９】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の画像読取装置としてコンピュータを機能させるた
めの該コンピュータで読み取り可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿から画像を読み取る画像読取装置、その制御方法、プログラム、画像読
取システム、及び画像処理装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　画像読取装置には、フラットベッド型スキャナーと、シートフィード型スキャナーとが
ある。フラットベッド型スキャナーは、シート状の原稿を画像センサーで読み取ってデジ
タルデータに変換するために、平床に原稿が置かれた状態で、ライン状の画像センサーを
端から端まで移動させることによって原稿を撮像する。一方、シートフィード型スキャナ
ーは、１枚または複数の原稿をセットする給紙台と原稿搬送機構を有し、搬送路の途中に
ライン状の画像センサーを配置することによって原稿を撮像する。いずれの方式において
も、撮像対象の原稿が画像センサーに対して平行になっていない場合があり、撮像の結果
、原稿が傾いているかのような画像が得られる。原稿の画像が傾いていると視認性が劣化
し、また、光学文字認識等の処理にも悪影響を与えるため、原稿の傾きをできるだけ取り
除くことが望ましい。そのため、画像に記録されている原稿の傾き角度を検出し、傾き角
度の逆方向に画像全体を回転させることによって、原稿画像を正立した状態に変換する傾
き補正処理を有するものが多い。傾き検出の技術としては、たとえば特許文献１や特許文
献２などがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平０３－１９８１７８号
【特許文献２】特開平０２－１９３２６７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来技術には以下に記載する問題がある。シートフィード型のスキ
ャナーの場合、給紙台にセットされた原稿の先端中央付近をローラー対ではさみ、ローラ
ーを回転させることにより画像センサーの位置まで原稿を搬送する構成をとるものが多い
。しかし、原稿が左右どちらかに偏った状態で給紙台にセットされて原稿を搬送する力が
左右均等にならなかった場合などでは、搬送開始直後に原稿が傾いたり、搬送の途中で原
稿の傾きが急激に拡大したりすることがある。このように原稿搬送の途中で原稿の傾きが
大きく変化すると、スキャナーによって読み取られた原稿画像は、長方形が単純に回転し
たものではなく、図４に示すように中間部分で歪みが発生した画像になる。しかし、従来
の傾き補正処理では、画像全体を一律に回転するだけであり、原稿画像の途中に歪みが発
生した場合には、当該歪みを解消し、正立した長方形に補正することができなかった。
【０００５】
　本発明は、上述の問題に鑑みて成されたものであり、搬送により原稿の傾きが変化した
ことによる読取画像の歪みを補正して好適に成形する仕組みを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、例えば、原稿を搬送する搬送手段を備えた画像読取装置であって、原稿から
画像を読み取る読取手段と、前記読取手段によって読み取った画像データの濃度に基づい
て輪郭データを検出する輪郭検出手段と、前記輪郭検出手段によって検出した輪郭データ
から多角形を抽出する多角形抽出手段と、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形
の上辺と下辺を抽出する辺抽出手段と、前記多角形に含まれる前記上辺及び前記下辺を繋
ぐ一方の側辺を構成する一方側の頂点に対して対となる他方の側辺に含まれる頂点を作成
し、前記多角形に含まれる前記上辺及び前記下辺を繋ぐ他方の側辺を構成する他方側の頂
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点に対して対となる一方の側辺に含まれる頂点を作成する頂点作成手段と、前記多角形抽
出手段によって抽出された多角形を複数の四角形に分割する分割手段と、前記分割手段に
よって分割された複数の四角形のそれぞれを、長方形に変形する変形手段と、前記変形手
段によって変形された複数の長方形を結合する結合手段と、を備え、前記分割手段は、前
記上辺と、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の頂点のうち、前記上辺に最も
近い頂点と、を有する四角形と、前記一方側の頂点に対して対となる他方の側辺に含まれ
る頂点と、前記他方側の頂点に対して対となる一方の側辺を構成する頂点と、が対頂角と
なる四角形と、前記下辺と、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の頂点のうち
、前記下辺に最も近い頂点と、を有する四角形と、に分割することを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明は、原稿を搬送する搬送手段を備えた画像読取装置によって読み取られた
画像データを処理する画像処理装置であって、前記画像データの濃度に基づいて輪郭デー
タを検出する輪郭検出手段と、前記輪郭検出手段によって検出した輪郭データから多角形
を抽出する多角形抽出手段と、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の上辺と下
辺を抽出する辺抽出手段と、前記多角形に含まれる前記上辺及び前記下辺を繋ぐ一方の側
辺を構成する一方側の頂点に対して対となる他方の側辺に含まれる頂点を作成し、前記多
角形に含まれる前記上辺及び前記下辺を繋ぐ他方の側辺を構成する他方側の頂点に対して
対となる一方の側辺に含まれる頂点を作成する頂点作成手段と、前記多角形抽出手段によ
って抽出された多角形を複数の四角形に分割する分割手段と、前記分割手段によって分割
された複数の四角形のそれぞれを、長方形に変形する変形手段と、前記変形手段によって
変形された複数の長方形を結合する結合手段と、を備え、前記分割手段は、前記上辺と、
前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の頂点のうち、前記上辺に最も近い頂点と
、を有する四角形と、前記一方側の頂点に対して対となる他方の側辺に含まれる頂点と、
前記他方側の頂点に対して対となる一方の側辺を構成する頂点と、が対頂角となる四角形
と、前記下辺と、前記多角形抽出手段によって抽出された多角形の頂点のうち、前記下辺
に最も近い頂点と、を有する四角形と、に分割することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、搬送により原稿の傾きが変化したことによる読取画像の歪みを補正し
て好適に成形することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】スキャナーの外観図。
【図２】スキャナーの内部構成図。
【図３】画像システムの全体構成図。
【図４】原稿の読取画像を示す図。
【図５】原稿の輪郭を構成する多角形を示す図。
【図６】頂点の対になる点が追加された多角形を示す図。
【図７】多角形を分割して得られた四角形を示す図。
【図８】四角形から変形された長方形を示す図。
【図９】歪みが補正された原稿の画像を示す図。
【図１０】四角形から長方形へのマッピングを示す図。
【図１１】画像センサーの対向面の濃度分布を示す図。
【図１２】ガンマ曲線を示す図。
【図１３】ガンマ曲線を適用した原稿の画像を示す図。
【図１４】歪み補正のフローチャート。
【図１５】原稿画像の取得のフローチャート。
【図１６】頂点の反対側の点を求める方法を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
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　以下に本発明の一実施形態を示す。以下で説明される個別の実施形態は、本発明の上位
概念、中位概念及び下位概念など種々の概念を理解するために役立つであろう。また、本
発明の技術的範囲は、特許請求の範囲によって確定されるのであって、以下の個別の実施
形態によって限定されるわけではない。
【００１１】
　＜画像読取装置の構成＞
　以下では、図１乃至図１６を参照して、本発明の一実施形態について説明する。まず、
図１及び図２を参照して、本実施形態に係る画像読取装置の構成例について説明する。本
実施形態に係る画像読取装置は、シートフィード型スキャナーである。なお、本発明はこ
れに限定されず、原稿から画像を読み取る装置であり、その機構により原稿が傾いた状態
で画像を読み取ってしまい、読取画像が歪んでしまう可能性のある装置であれば適用する
ことができる。
【００１２】
　スキャナー１は、原稿２０５をセットする給紙台１０１、スキャンされた原稿が排紙さ
れる排紙台１０２、給紙台１０１から排紙台１０２まで原稿を搬送するローラー２０１、
及び原稿を画像データとして入力する画像センサー２０２を備える。さらに、スキャナー
１は、原稿が排紙されたことを検出する図示しない排紙センサー、プログラムや画像デー
タを記憶するメモリやプログラムを制御するＣＰＵを搭載したＣＰＵボード２０３、及び
スキャナー１をコンピューターと接続するための外部インターフェース２０４を備える。
外部インターフェース２０４としては、ＳＣＳＩ、ＵＳＢ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）、及び無線ＬＡＮ等の公知の通信インターフェース
を用いる。画像センサー２０２と対向する面は、その反射率が高くても低くてもよい。
【００１３】
　＜画像読取システム構成＞
　次に、図３を参照して、シートフィード型スキャナーを含む画像読取システムの構成例
について説明する。スキャナー１は、インターフェースケーブルにより画像処理装置３０
２に接続される。画像処理装置３０２には、図示しないプログラム処理部であるところの
ＣＰＵ、及びプログラムや画像データを記憶する記憶部がある。また、表示部であるとこ
ろのディスプレイ３０１と入力部であるところのキーボード３０３が画像処理装置３０２
に接続される。入力部はキーボード以外にマウス、タッチパネルなどであってもよい。
【００１４】
　＜画像読取処理＞
　次に、図１５を参照して、本実施形態におけるスキャナー１において原稿の画像を読み
取る際の処理手順について説明する。以下で説明する処理は、スキャナー１又は画像処理
装置３０２のＣＰＵがメモリに格納された制御プログラムを実行することによって実現さ
れる。
【００１５】
　まず、Ｓ１５０１において、スキャナー１のＣＰＵは、画像センサー２０２の対向面の
画像を、画像センサー２０２によって取得する。続いて、Ｓ１５０２において、スキャナ
ー１のＣＰＵは、対向面の画像の濃度分布を求める。濃度分布の例を図１１に示す。図１
１では、横軸に濃度を示し、縦軸に頻度を示す。Ｓ１５０２においては、図１１に示すよ
うなヒストグラムを取得する。
【００１６】
　次に、Ｓ１５０３において、スキャナー１のＣＰＵは、ガンマ曲線作成手段として機能
し、図１１に示す濃度分布の頂点Ｐが最も暗く、頂点Ｐから遠ざかるにつれ明るくなるよ
うなガンマ曲線を作成する。このようにして作成したガンマ曲線の例を図１２に示す。な
お、濃度分布の頂点Ｐが最も明るく、頂点Ｐから遠ざかるにつれ暗くなるようなガンマ曲
線でもよい。図１２は、横軸に入力を示し、縦軸に出力を示す。
【００１７】
　次に、Ｓ１５０４において、スキャナー１のＣＰＵは、原稿検知センサーによって給紙
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台１０１に原稿が存在するか否かを判定する。給紙台１０１に原稿が無ければ処理を終了
する。一方、原稿があればＳ１５０５に進む。Ｓ１５０５において、スキャナー１のＣＰ
Ｕは、給紙台１０１に積載された原稿のうち１枚の原稿を、画像センサー２０２の位置ま
でローラー２０１によって搬送する。Ｓ１５０６において、スキャナー１のＣＰＵは、画
像センサー２０２によって原稿の画像を取得し、インターフェースケーブルによって画像
処理装置３０２に画像を送信する。さらに、スキャナー１のＣＰＵは、Ｓ１５０３で作成
したガンマ曲線の情報も画像処理装置３０２に送信する。原稿の読取画像の例を図４に示
す。図４に示す読取画像は、ローラー２０１によって搬送された原稿が斜行したことによ
り、歪んだ画像となっている様子を示す。
【００１８】
　Ｓ１５０７において、画像処理装置３０２のＣＰＵは、歪み補正や明るさ補正などの画
像処理を行う。歪み補正の詳細は後述する。続いて、Ｓ１５０８において、画像処理装置
３０２のＣＰＵは、原稿の画像をディスプレイ３０１に表示し、記憶部に保存した後に、
Ｓ１５０４に戻って次の原稿を処理する。給紙台１０１に原稿が無ければ処理を終了する
。
【００１９】
　＜歪み補正処理＞
　次に、図１４を参照して、Ｓ１５０７における画像処理のうち、歪み補正の処理手順に
ついて説明する。以下で説明する処理は、画像処理装置３０２のＣＰＵがメモリに格納さ
れた制御プログラムを実行することによって実現される。
【００２０】
　Ｓ１４０１において、画像処理装置３０２のＣＰＵは、原稿の読取画像に対して、Ｓ１
５０４で作成したガンマ曲線を適用することにより、画像センサー２０２の対向面と同等
の濃度を有する領域だけが暗くなった画像を得る。Ｓ１４０１で得た画像を図１３に示す
。公知の輪郭線検出処理によって図１３の画像から輪郭データを検出し、公知のベクトル
化処理によって輪郭データから多角形を求める。ここで、画像処理装置３０２のＣＰＵは
、多角形抽出手段として機能する。求めた多角形５００を図５に示す。図５に示すように
、読取画像の輪郭を示す多角形５００は、原稿と異なり、歪みにより長方形ではなくなっ
ている。なお、ここでは、ガンマ曲線を用いて輪郭データを抽出する処理について説明し
たが、当該ガンマ曲線を用いて用紙サイズや、用紙の傾き角度を検知することもできる。
【００２１】
　次に、Ｓ１４０２において、画像処理装置３０２のＣＰＵは、辺抽出手段として機能し
、多角形５００を構成する辺のうち、傾き角度が水平に近く、かつ、最も上部に存在する
辺のうち、辺の長さが最長のものを上辺とする。さらに、画像処理装置３０２のＣＰＵは
、多角形５００を構成する辺のうち、傾き角度が水平に近く、かつ、最も下部に存在する
辺のうち、辺の長さが最長のものを下辺とする。即ち、ここでは、画像処理装置３０２の
ＣＰＵは、多角形５００から上辺と下辺を抽出する。
【００２２】
　Ｓ１４０３において、画像処理装置３０２のＣＰＵは、上辺及び下辺の長さの差が予め
定められた閾値を超えているか否かを判定する。つまり、上辺と下辺との長さが略同じで
あるかどうかを判断している。上辺と下辺の長さが著しく異なる場合は、エラー終了とす
る。一方、上辺と下辺とが略同じ長さであれば、即ち、上辺と下辺との長さの差が上記閾
値を超えていなければＳ１４０４に進む。
【００２３】
　Ｓ１４０４において、画像処理装置３０２のＣＰＵは、頂点作成手段として機能し、頂
点の対になる点を求める。例えば、左辺（一方の側辺）を構成する頂点５０１や、右辺（
他方の側辺）を構成する頂点５０２について、それぞれ反対側の辺上の点の位置を求める
。ここで、図１６を参照して、反対側の点を求める方法について詳細に説明する。対象と
なる頂点をＰとする。さらに、Ｐに隣接する頂点をそれぞれＡ、Ｂとする。このとき、直
線ＡＢと垂直に交差するような直線ＰＱを引く。直線ＰＱと反対側の辺との交点Ｒを、頂
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点Ｐの反対側の点とする。同様に、右辺を構成する頂点それぞれについて、反対側の辺上
の点の位置を求める。このようにして新たに得られた点を含めた頂点の例を図６に示す。
図１６を用いて説明したような方法で求めると、図５に示す頂点５０１、５０２の反対側
の辺上の点の位置は、図６に示すように、それぞれ頂点６０１、６０２となる。
【００２４】
　図１４の説明に戻る。反対側の辺上の点の位置を求めると、Ｓ１４０５において、画像
処理装置３０２のＣＰＵは、Ｓ１４０４によって得られた左辺を構成する点と右辺を構成
する点を上辺側から順に直線で結んでいき、各点を頂点とする、複数個の四角形に分割す
る。図７は、分割した複数の四角形を示す。ここで、各々の四角形の左辺の長さをｈＬｎ
、右辺の長さをｈＲｎとし、最も上にある四角形の上辺の長さをｗＴ、最も下にある四角
形の下辺の長さをｗＢとする。
【００２５】
　Ｓ１４０６において、画像処理装置３０２のＣＰＵは、Ｓ１４０５で分割した複数の四
角形をそれぞれ長方形に変形した場合の横幅ｗと高さｈｎを決定し、面積を求める。その
様子を図８に示す。たとえば、上辺の長さｗＴと下辺の長さｗＢのいずれか長い方、いず
れか短い方、又は平均長さ、などを長方形の横幅ｗとする。また、左辺の長さｈＬｎと右
辺の長さｈＲｎのいずれか長い方、いずれか短い方、又は平均長さ、などを長方形の高さ
ｈｎとする。次に、図９に示すように、歪みを補正した後の原稿の幅と高さを、それぞれ
Ｗ、Ｈとすると、Ｗはｗに等しくなり、Ｈは各々の長方形の高さｈｎの合計値Σｈｎとな
る。
【００２６】
　Ｓ１４０７において、画像処理装置３０２のＣＰＵは、各々の四角形を長方形に変形す
る。ここで、四角形Ａ´Ｂ´Ｃ´Ｄ´から長方形ＡＢＣＤへの変形方法を図１０を用いて
説明する。長方形ＡＢＣＤの内部に存在する任意の点をＰとするとき、点Ｐを通る辺ＡＢ
の垂線を引くことで、辺ＡＢとの交点Ｅが得られる。同様の操作で、辺ＢＣとの交点Ｆ，
辺ＣＤとの交点Ｇ、辺ＤＡとの交点Ｈが得られる。次に、変形前の四角形Ａ´Ｂ´Ｃ´Ｄ
´について、ＡＥ：ＥＢ＝Ａ´Ｅ´：Ｅ´Ｂ´となるような辺Ａ´Ｂ´上の点Ｅ´を求め
る。同様の操作で、辺Ｂ´Ｃ´上の点Ｆ´，辺Ｃ´Ｄ´上の点Ｇ´，辺Ｄ´Ａ´上の点Ｈ
´を求める。直線Ｅ´Ｇ´とＦ´Ｈ´の交点Ｐ´が、点Ｐに対応する点である。このよう
にして長方形ＡＢＣＤ内部の任意の点を四角形Ａ´Ｂ´Ｃ´Ｄ´内部の点と１対１で対応
付けることにより、四角形を長方形に変形する。Ｓ１４０８において、画像処理装置３０
２のＣＰＵは、変形後の各々の長方形を結合し、図９に示す最終画像を取得する。
【００２７】
　以上説明したように、本実施形態に係る画像読取装置は、原稿から画像を読み取って得
た画像データの濃度分布からガンマ曲線を作成し、当該ガンマ曲線を用いて、画像データ
が示す画像の輪郭を示す多角形を抽出し、当該多角形を複数の四角形に分割し、分割され
た複数の四角形のそれぞれを、長方形に変形して結合する。これにより、原稿が搬送中に
傾いたことによる読取画像の歪みを補正することができる。
【００２８】
　また、最も上にある四角形の上辺の長さと、最も下にある四角形の下辺の長さをもとに
長方形の幅ｗを決定するのではなく、それ以外の四角形の上辺の長さや下辺の長さを考慮
に入れてもよい。たとえば、各々の四角形の上辺の長さ及び下辺の長さの平均値をｗとし
てもよい。
【００２９】
　また、既知の規格化された用紙サイズ（定型サイズ）のリストを持ち、Ｓ１４０６にお
いて歪みを補正した原稿の幅Ｗと高さＨを求めたあと、ＷとＨを用紙サイズのリストと比
較し、十分近い用紙サイズを選択する。さらに、ＷとＨが選択した用紙サイズになるよう
な補正係数を求め、Ｓ１４０７における長方形変形処理において、変形後の長方形の大き
さが補正係数を掛けた幅と高さになるようにしてもよい。
【００３０】
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　上記実施形態では、Ｓ１５０１において、画像センサー２０２の対向面の画像をもとに
濃度分布を作成することによって図１２のガンマ曲線を求めたが、画像センサー２０２の
対向面の画像は装置に固有のものでありほとんど変化するものではない。したがって、一
定時間ごと、あるいは最初にスキャンを行うとき、などにガンマ曲線を作成してもよい。
或いは、ガンマ曲線のデータを予め内蔵する構成とし、画像センサー２０２の対向面の画
像の取得や濃度分布の作成を行わないようにしてもよい。
【００３１】
　また、上記実施形態では、画像処理装置３０２が画像処理部を有し、Ｓ１５０７におい
て、スキャナー１で取得した原稿の画像の歪みを画像処理装置３０２によって補正する構
成を説明したが、スキャナー１が画像処理部を持つ構成としてもよい。この構成では、画
像センサー２０２により原稿の画像を取得した後、スキャナー１が有する画像処理部によ
って図１４のフローチャートにしたがって原稿の画像の歪みを補正することとなる。
【００３２】
　＜その他の実施形態＞
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣ
ＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【００３３】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されず、例えば、シートを搬送する搬送路と
、この搬送路を搬送されるシートの画像を読み取る画像読取部とを備え、画像読取部によ
ってシートの画像を読み取る画像処理装置（または画像読取装置とコンピュータとの連携
によって実現する画像処理システム、もしくは、画像読取装置又はコンピュータ、あるい
はこれらの連携を実現するための画像処理プログラム）において、シートの向きが搬送中
に変化することによって生じるシートの画像の歪みを補正する歪み補正手段を持つことを
特徴とする。例えば、画像に記録されている原稿の輪郭を検出し、輪郭を多角形に近似し
、多角形を複数の四角形に分割し、各々の四角形を長方形に変形し、得られた各々の長方
形を結合する。このような構成とした場合には、搬送の途中で原稿の傾きが変化したこと
によって生じる原稿の歪みを補正し、正立した長方形に変形することができる。
【００３４】
　また、このような構成の場合、例えば、歪み補正手段は、画像情報に記録されるシート
の輪郭を検出する輪郭検出手段と、輪郭検出手段によって検出された輪郭を多角形に変換
する多角形検出手段と、記多角形検出手段によって検出された多角形を１つ以上の四角形
に分割する輪郭分割手段と、輪郭分割手段によって分割された四角形それぞれを長方形に
変形する四角形変形手段と、四角形変形手段によって変形された複数の長方形をひとつの
長方形に結合する長方形結合手段と、を持つようにするのがよい。
【００３５】
　さらに、歪み補正手段は、例えば、複数の用紙サイズ情報と、長方形結合手段によって
結合される長方形の大きさにもっとも近い大きさの用紙サイズを選択する用紙サイズ選択
手段と、を持ち、長方形結合手段によって結合される長方形の大きさが、用紙サイズ選択
手段によって選択された大きさになるように、四角形変形手段は、輪郭分割手段によって
分割された四角形それぞれを適切な比率で長方形に変形するようにするのがよい。
【００３６】
　また、歪み補正手段は、例えば、多角形検出手段によって検出された多角形の上辺の長
さと下辺の長さが著しく異なる場合は、歪みを補正しないようにするのがよい。
【００３７】
　上記歪み補正手段は、例えば、画像読取装置に設けてもよいし、画像読取装置に接続さ
れるコンピュータ（スマートフォンやタブレット等の情報処理端末を含む）に設けてもよ
いし、画像読取装置及びコンピュータのそれぞれに機能分割して設けてもよいし、画像読
取装置及びコンピュータが一体となったシステム内に設けてもよい。
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【００３８】
　なお、本発明について画像処理システムとする場合は、画像の濃度分布を作成する濃度
分布手段と、濃度分布をもとにガンマ曲線を作成するガンマ曲線作成手段と、ガンマ曲線
を画像に適用するガンマ処理手段と、を持ち、画像読取部によって、画像読取部の対向面
の画像を読み取り、濃度分布作成手段によって、画像読取部の対向面の画像の濃度分布を
作成し、ガンマ曲線作成手段によって、濃度分布をもとにガンマ曲線を作成し、ガンマ処
理手段によって、画像読取部によって読み取ったシートの画像に対してガンマ曲線を適用
したのちに、輪郭検出手段によって輪郭を検出するのがよい。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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